
環境省の
｢放射性汚染⼟壌再⽣利⽤｣実証事業

に待った
ふるさとを汚染⼟で汚すな︕

広がった市⺠の声と運動でストップに

みんなでつくる⼆本松・市政の会
事務局次⻑ 鈴⽊久之



候補地とされた場所



計画が明らかになるまでの経緯
○2016年11月 環境省が二本松市における

実証事業実施の可能性を聴取

○2017年 2月 地元行政区から実証事業について「了承」
→二本松市と環境省で事業内容の検討

○ 10月 6日 地元行政区説明会において実証事業について了承
候補地となる原セ才木地区で説明会

（21世帯中9戸からの参加）
○ 12月 5日 環境省が市議会議員協議会で実証事業経過を説明
○ 12月 5日 二本松市議会議員協議会において事業概要を説明
○ 12月12日 斎藤市議(共） 再生実証事業の関し市議会一般質問
○ 12月27日 「原セ地区のみなさんへ原セ才木地区での『除去土

壌の再生利用事業』について」とする環境省環境再
生･資源循環局名の文書回覧板（全39班、計341世）



2018年 1⽉11⽇ ミニ・コム「Ｑ」で斎藤議員の質問を報道（⽯川⽒）
1⽉27⽇ 原セ中央会館で斎藤議員の市政報告会
2⽉20⽇ ⼆本松復興共同センター

環境省福島県事務所に「⼆本松市で実施予定の『除去
⼟壌再⽣利⽤実施事業』にかかる申し⼊れ」書提出
事業⽩紙と質問疑問の回答を求める
申し⼊れ後県庁にて県当局への要請
県庁記者クラブにて記者会⾒

2⽉21⽇ ＮＫＨ福島放送局
朝のニュースで申し⼊れ･記者会⾒について報道
※後⽇河北新報、しんぶん⾚旗などが報道

広がる市⺠の不安 1



広がる市⺠の不安 2

2018年3⽉１〜
３⽉市議会で複数議員が実
証事業について⼀般質問

3⽉9⽇
⼆本松復興共同センター
三保市⻑に「環境省に事業
撤回を求めること」を要請
市⻑と懇談実施



学習会開催と署名運動
2018年3⽉18⽇
みんなの会･共同センター共催で

「汚染⼟壌再利⽤」問題学習・講演会開催
（８０名を超える参加者）

○政野淳⼦⽒を講師に招き学習と意⾒交換
○⽩紙撤回を求め署名展開を提起

翌⽇ ＮＨＫ福島放送局が報道



2018年3⽉30⽇ 環境省 実証事
業３億５２０８万円で業者と契約

○２０１８年４⽉１６⽇
みんなの会「ふるさとを汚す

な︕ＳＴＯＰ︕汚染⼟再利⽤」幟
旗設置

「⽩紙撤回を求めます」みんなの
会ニュースNo.５発⾏
およそ２０，０００枚作成
をみんなの会参加団体及び市内全域各⼾に配布

撤回を求める取り組みの展開





市⺠の声が説明会を開催させる
４月１８日 環境省 原セ行政区説明会
４月２６日 夜７時 岳下住民センターにて

環境省が原セ・永田区長会の要請で
事業説明会開催 一般市民の参加も可とさせる

参加者 およそに区から４０名、一般市民４０名
夜１０時をもっても詳しい経過説明なし

（環境省担当職員 疑問を持ち帰り検討したい）

26日は、福島農民連「福島切捨を許さない４．２６政府・東
電交渉（参議院会館）再生利用事業の撤回求める
みんなの会も加わり２月申し入れに対する文書回答
を求める



市⺠の声が説明会を開催させる



市⺠の運動が動かす 1
２０１８年４月２８日 福島民友新聞

環境省取材のもと「住民への丁寧な説明が必要とみて、
実証開始時期を遅らせることも含めて対応を検討していく
こととした」と報道

２０１８年５月 ９日 福島復興共同センター等主催「被災者切り捨て
許すな！国の責任で復興を５．９国会行動」にて、汚染土
壌実証事業白紙撤回を要求･交渉

環境省担当者
「いろいろ説明会でご指摘をいただいておりますので、
このままでいいのかどうかということで、一度立ち止
まって省内で検討している。」
「現在検討している状況ですので、どこかの場面で報
告できたらと考えている。」と発言



市⺠の運動が動かす 2
２０１８年５月２２日 みんなの会・共同センター

二本松三保市長に「環境省の全市民対象の説明会開催」要請し懇談

２０１８年６月１１日 国際環境ＮＧＯ ＦｏＥＪａｐａｎ主催
汚染土壌再生利方針撤回を求める署名提出時の環境交渉
みんなの会事務局２名も参加

（環境省担当者 ここでも「いろいろ説明会等でご指摘をいただいており
ますので、このままでいいのかどうかということで、一度立ち止まって省
内で検討している。」とあらためて発言も撤回については表明せず

※２０１８年６月二本松市議会議員選挙
汚染土再生利用事業問題 日本共産党候補者以外の言及なし



計画を実質断念させる
２０１８年６月２５日・・・・市議会選挙後

環境省、二本松市役所に訪れ

二本松市長に請負契約解除方向を伝達

「複数回の説明会において、風評被害への懸念など多数のご意見をいた
だいたことを踏まえ、現時点で事業着手ができておらず、農閑期の道路
施行等、計画通り工程を進めるのが困難となったため、請負業者との契
約解除に向け調整することとしたい。また、地元の理解が得られるよう
に、事業計画を再検討することとした。」と伝える（実質撤回）

三保市長、この席で環境省に対し、「重ねて慎重な判断を求めるとと
もに、併せて中間貯蔵施設への早期輸送を」要請



計画を実質断念させる

２０１８年６月２６日
二本松市議会議員協議会で前日の環境省の方針を報告
環境省、26日付けで「原セ才木地区での『除去土壌の再生利用実証事
業』の進め方について（お知らせ）」を原セ地区全戸に配布
マスコミ各社が実質中止を報道



２０１８年７月２２日（付）みんなの会 ニュースNo.６
「市民の声でストップに」を発行 市内全戸へ配布



市民の反対の声の広がりをうけ、「みんなの会」は、東日本

大震災・原発事故救援・復興二本松市民共同センターと連携し、
環境省への申し入れ・要請行動を行い、計画の撤回を求めてき
ました。
2018年３月に開催された市民のみなさんと問題を共有する講

演会は、多くのみなさんと力を合わせ、声をあげることが大事
であることを共有しました。その後、４月から進めらた事業撤
回を求める署名は、最終的には8000筆を環境省に提出しました。
市民の声に押され開かれた数度の環境省の説明会では、事業

への懸念、見直しを求める意見が、たくさん出されました。
計画をストップさせたのは、こうした市民の声と運動の広が

りです。

動かした市⺠の声、広がった市⺠運動


